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P 『506　　思春期男女の超音波骨量測定法を用

い た骨量変化量 の 解析

P −− 507　　骨量低下若年女性に おけ る骨代謝動

態 の特徴 と若年時骨 量 ス ク リーニ ン グの 意義
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［目的］思春期か ら性成熟期に かけて 男女 とも骨量

が著 しく増加する事は知 られ て い る が ， 経時的な

変化に つ い て の検討は少な い 。 今回我々 は 小中学

生 を対象に超音波骨密度 測定 を行 い
， 同

一
人を連

続測定できた男女を対象に 思春期におけ る骨密度

の変化を解析 した。 ［方法］対象は本人及び両親の

r承 が 得 られ た栃木 県内 の 小中学生 ， 6歳か ら 15

歳ま で の健康な男子 51 名，女子 64 名の 計 115 名

で ， 踵骨骨密度の 測定は超音波骨密度測定装置 A

−1000plus（Achilles，Lunar ネ｛：）を用 い
， 右踵 骨 の 超

音波減衰係数（dBIMHz ，以下 BUA ）， 超音波 伝播

速度 （m ！sco，以下 SOS ）よ り求め られ る Stiffness（S

T ）を骨 密度の指標 と した 。1995 年か ら 1997 年の

3 年間で 2 図以土 測定 し得た もの に 対して ， それ

ぞれ各年齢に お け る BUA
，
sOs

，
stii

’
t
’
ncss の 年閧変

化量（V ）を計算 した 。 ［成績］男女とも BUA ，SOS ，S

T は い ずれ も年齢と共に増加する
一

方，BUA （V ），

SOS （V ），ST（V ）は 男子は力口齢 と共 にゆるや かに減

少する 分布を示 し， 女子 は 10 歳過 ぎに ピーク を

持 っ た分布 をしてお り，
SOS （V ），ST （V ）は それぞ

れ男子が y＝ −3．187x＋49．291，　 y＝ −1．205x＋22．103 ，女

了
L
力玉　y＝ −1．43x 2^＋29．891x −130．757

，y＝−0，513x 2^＋105

37x−41．656，と直線及 び 二 次 llll線に有意 に回帰され

る分布を示 した 。 BUA （V ）は男女とも年齢との 閙

に 腐意な相関ぽ認め られなか っ た。［結論］思春期

におけ る骨密度変化には性差が存在 し ， 男子は増

加速度が加齢と共に 緩やか に減少 する
一方で ， 女

r一は 10 歳過 ぎに ピークを迎えた後に 二 次曲線的

に 減少する事が初めて示 され た。こ の事 よ り ， よ

り高い Peak　 Bone 　 Mass の 獲得に は ， 従来考え ら

れ て きた性成熟期よ りも更に若年よ り考慮す る 必

要性が 示 され た。

　 ［目的］最大骨景 に 達 する前後 の 若年者 に 対 す

る骨粗鬆症一次予防の重要性が指摘され て い る 。

そ こで、　若年女性の 骨最と椙代謝関連囚子を調べ 、

骨量低下若年女性で の 骨代謝動態 の 特徴 につ き検

詞 した 。 また骨量低下者 に生活指導 を行 い 骨量 の

推移を観察 し、若年女性 の 骨量 ス ク リ
ーニ ン グの

意義 を検討 し た。 ［方法］20歳か ら39歳 の 若年女

性149名を対象 として、 DXA法によ り腰楓 2
．L4の

骨密度（BMD）を測定 し、 生活習慣の ア ン ケート調

査 を行 っ た。さ ら に BMD が 若年成人 平 均値 の

87％（・1．5SD）以下 の 骨量低下群（L群）と骨量 1五常

群（N 群 ）に 分 け 、 骨 代 謝 マ
ー カ ー で あ る

inヒaot ・oc（oc ＞、 ALPIII 、 PlcP 、 尿 巾

pyridinoline （Pyr）、尿中deoxy −Pyr（D・Pyr ）

、骨 代 謝 関 連 因子 の vit．A 、D、　 K、　 IGF・工、

IGFBP3を測定 した。また、生活指導 1年後に 骨量

の 推移 を調 べ た 。 ［成績］BMI、月経の 規則性、定

期的運動が有意にBMDに影響 を与えた（p＜0．05）。

L群 で は N 群 に 比 し て 骨形 成 マ
ー

カ
ー OC、

ALPIII 、PICPが 低 く、骨 吸 収 マ
ーカ ーPyr、

D−Pyrが高 い 傾向を示 した 。また rflV−1：　IGF・1ばL群

の月経不順者群 で有意に低値を示 した （p＜0．05）。

IGFBP3、　 Vit．A、　D、　KはL群とN群さ差は無か っ た 。

L群では生活指導 1年後に
「
拝｝量 増加が観察され 、 特

に食事 、 運動の 改善に努めたもの に顕著で あ っ た。

［結論］骨 量低下着年女性で は骨吸収 の 増加よ りも

骨形成 の 低
．
ドが特徴的 で あ り、骨形成マ

ーカ ー一と

ともに 、 IGF−1が良い 指標 に な る こ とが わ か っ た。

また、体型、月経の 焜則性、運動 が骨量 に影響を

及ぼ し、骨最低 ド若年女性で は生活指導によ り骨

量増加が み られた こ とよ り、 若 年 女性 の 骨量 ス ク

リー一ニ ン グの 重要性 が 示唆 さ れ た。
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